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アクリル酸の吸入ばく露によるがん原性試験結果 
 

日本バイオアッセイ研究センター 
 
１ 被験物質について 
 
1－1 名称等 

名称： アクリル酸（ Acrylic acid）  

CAS No.： 79-10-7  

1－2 構造式及び分子量（文献 1） 

  構造式：  

       

分子量： 72.06  

1－3 物理化学的性状等（文献 1） 

性状： 無色の液体 

沸点： 141℃ 

蒸気圧： 3.97mmHg（25℃） 

比重： 1.0511（20℃／4℃） 

溶解性：水、アルコールに可溶 

保管条件：室温で暗所に保管 

 
１－４ 用途（文献２） 

  アクリル酸エステル、アクリロニトリル、ブタジエン、酢酸ビニルなどの他のモノマ

ーと共重合させたものは、不織布バインダー、フロッキー加工用バインダー、繊維の改

質剤などとして使用される。また、ポリアクリル酸塩類は高吸水性樹脂、増粘剤、凝集

剤の用途がある。 
 
１－５ 生産量、製造業者（文献２、３） 

  製造・輸入量 ：2007 年度 10 万 t～100 万 t 
製造業者：大阪有機合成化学工業、日本触媒、大分ケミカル、三菱化学、出光興産 

資料３－１ 
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１－６ 許容濃度等（文献２、４） 

  管理濃度：なし 
日本産業衛生学会：なし 

  ACGIH：2ppm 
  労働安全衛生法：労働安全衛生施行令別表第１危険物（引火性の物）、同令第 18 条の

２（名称等を通知すべき危険物及び有害物） 
 IARC：グループ３（ヒトに対する発がん性については分類できない物質） 
 
１－７ 変異原性 

アクリル酸の変異原性については、 Ames試験に関する陰性の報告が１報と、 mouse 
lymphoma L5178 TK+/-アッセイに関する陽性の報告が２報ある。 

 Cameronら（文献 ５）は、Ames試験と Mouse Lymphoma L5178 TK+/-アッセイ

の２報を報告しており、 Ames試験では、ネズミチフス菌 TA98、TA100、TA1535及
び TA1537の 4菌株を用いて、代謝活性化を用いない場合、ラット S9の代謝活性化を

用いた場合及びハムスター S9の代謝活性化を用いた場合と、菌株ごとに 3系列で試験

を実施し、いずれの場合も陰性の結果を報告した。また、 Mouse Lymphoma L5178 
TK+/-アッセイでは、ラット S9の代謝活性化を用いた場合と代謝活性化を用いない場合

で試験を実施しており、いずれの場合も陽性の結果を報告した。 

さらに、 Mooreら（文献 ６）は、 Mouse Lymphoma L5178 TK+/-アッセイを代謝

活性化を用いない場合でのみ実施し、遺伝子突然変異作用は陰性で、染色体異常誘発作

用が陽性であることを報告している。 

なお、 Cameronらのアクリル酸に関しての Mouse Lymphoma L5178 TK+/-アッセイ

の結果には、コロニーの大きさのデータが無いため、この論文ではアクリル酸の突然変

異誘発性が遺伝子突然変異によるものか、染色体の構造異常によるものかを判断するこ

とはできなかった。 

 
２ 目的 
 アクリル酸のがん原性を検索する目的でラットとマウスを用いた吸入による長期試験を

実施した。 
 
３ 方法 
 試験は、ラット（F344/DuCrlCrlj）とマウス（B6D2F1/Crlj）を用い、被験物質投与群

３群と対照群１群の計４群の構成で、雌雄各群とも50匹、合計ラット400匹、マウス400匹
を使用した。 
被験物質の投与は、アクリル酸を１日６時間、１週５日間、104週間（２年間）、動物に
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吸入ばく露することにより行った。投与濃度は、ラットは雌雄とも10、40 及び160 ppm （公

比４）とした。マウスは雌雄とも2、8 及び32 ppm （公比４）とした。観察、検査として、

一般状態の観察、体重及び摂餌量の測定、血液学的検査、血液生化学的検査、尿検査、剖

検、臓器重量測定及び病理組織学的検査を行った。 
 

４ 結果 
４－１ ラット 

ラットでは、試験の結果、動物の生存率及び一般状態にアクリル酸の影響はみられな

かった（図1）。 

体重は、雌雄の 160 ppm群で増加の抑制がみられた。 160 ppm群の最終体重は、対照

群に対して雄は 87%、雌は 90%であった（図２）。摂餌量は雌雄の 160 ppm群が投与

期間を通して低値を示し、投与の前半には、雌雄の 40 ppm群は多くの週で、雄の 10 ppm
群ではわずかに低値を示した週があった。 

病理組織学的検査の結果、雌雄ともアクリル酸に関連した腫瘍の発生増加は認められ

なかった（表１、２）。非腫瘍性病変としては、雌雄とも鼻腔に嗅上皮の萎縮、呼吸上

皮化生、扁平上皮化生及び配列不整、呼吸上皮の扁平上皮化生並びに固有層の腺の呼吸

上皮化生の発生増加が認められたが、その病変の程度はいずれも多くの動物が軽度であ

り、 10 ppm群にはアクリル酸の影響と考えられる変化はみられなかった。 

また、本試験におけるアクリル酸のラットに対する 2年間吸入暴露による無毒性量

（NOAEL）は、鼻腔への影響をエンドポイントとして 10 ppmであると判断した。 

 
４－２ マウス 

マウスでは、試験の結果、雄の 32 ppm群で生存率が高かった（図３）。一般状態にア

クリル酸の影響はみられなかった。 

体重は、雄の 32 ppm群は投与期間の中期まで増加の抑制がみられたが、それ以降は回

復し、対照群と同様な体重推移を示した。雌ではアクリル酸の影響と思われる変化はみ

られなかった。 32 ppm群の最終体重は、対照群に対して雄は 102%、雌は 99%であっ

た（図４）。摂餌量は、 32 ppm群の雄では、投与のほぼ全期間を通じ低値で推移し、雌

では低値の週が散見された。 8 ppm群の雄では 11週以降、雌では 42週まで低値の週が

多くみられた。 

病理組織学的検査の結果、雌雄ともアクリル酸に関連した腫瘍の発生増加は認められな

かった（表３、４）。非腫瘍性病変としては、雌雄とも鼻腔と鼻咽頭にアクリル酸の影響

がみられた。鼻腔では、嗅上皮と腺の呼吸上皮化生、嗅上皮と呼吸上皮のエオジン好性変

化の発生が雌雄とも増加した。また、雄は嗅上皮の萎縮、雌は滲出液及び呼吸上皮の過形

成の発生増加がみられた。また、鼻咽頭には雌雄ともエオジン好性変化の発生匹数の増加

がみられた。この中で、雄では鼻腔の嗅上皮と固有層の腺の呼吸上皮化生、嗅上皮と呼吸
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上皮のエオジン好性変化が、雌では鼻腔の嗅上皮と固有層の腺の呼吸上皮化生、嗅上皮の

エオジン好性変化、鼻咽頭のエオジン好性変化が、それぞれ最低濃度の 2 ppmまで認めら

れた。 

また、本試験におけるアクリル酸のマウスに対する 2年間吸入暴露による最小毒性量

（LOAEL）は、鼻腔と鼻咽頭への影響をエンドポイントとして 2 ppmであると考えられ

た。 

 
５ まとめ 
 ラットでは、雌雄とも腫瘍の発生増加は認められず、アクリル酸のラットに対するがん

原性はないと結論する。 
 マウスでは、雌雄とも腫瘍の発生増加は認められず、アクリル酸のマウスに対するがん

原性はないと結論する。 
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表１ アクリル酸のがん原性試験における主な腫瘍発生（ラット 雄） 

 
 
 
表２ アクリル酸のがん原性試験における主な腫瘍発生（ラット 雌） 
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表３ アクリル酸のがん原性試験における主な腫瘍発生（マウス 雄） 

 

 
 
表４ アクリル酸のがん原性試験における主な腫瘍発生（マウス 雌） 
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図１ アクリル酸のラットを用いたがん原性試験における生存率 
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図２ アクリル酸のラットを用いたがん原性試験における体重推移 
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図３ アクリル酸のマウスを用いたがん原性試験における生存率 
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図４ アクリル酸のマウスを用いたがん原性試験における体重推移 
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